






Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
研究年報
総目次
アジ
ア・ア
フリカ
文
化研究所
研究年報
総目
次
この
総
局次は
〈研究年報〉
究例会
、
シン
ポジウム等の報
告の総
目
次である
。
一九
六六
年J
一九七八
年の論
文お
よび公
開研
一九
六六
年
(一
九六七
年三
月発行)
創刊
に寄せ
て
イス
ラ
ム教
徒の祈
稿
宗教
の行
法の
比較文化的研究
ー禅と
ヨl
ガ、
および自
律訓練法
と
の関
係を中
心に
して
i
旧約
聖書
固に於ける祭
式の様
態
礼楽よ
りみたる
古
代日本と中
国との交
渉
!開皇
七部伎
の定
置と
倭国伎
とをめぐ
って
研究所λ年
のあ
ゆみ
一九
六七
年
(一
九六八年三
月発行)
アフリ
カ人
の宗
教と経
済
カー
ル
・マ
インホ
フ著
〈民族文化
の生
成と
発展〉
第7
回国際人類学
・ 民族学会議
〈ア
フリ
カ
部会〉
について
研究例会報告
* 
印
レジ
ュ
メ省
略
市村其
三郎
内
藤
智
秀
思田
彰
野溝
七生子
飯
塚
勝
重
船木
勝
馬
高橋
統一
訳
高
橋
統
七
四
五九
二五六
高橋
統一
・野
溝七生子
・千葉栄各
研究員
シン
ポジ
ュウ
ム
「宗教儀礼
の基
本的研究課題」
(六月
一
七日
)
東ア
フ
リカから
帰っ
て
(十
二
月六日)
マグ
リ
ブ
の社
会
(一月
三十
一日
)
一九
六八年
(一
九六九
年三
月発行〉
日本
民族史
上のヤ
マ
タイ時
代
古代中
国における蛮
族の諸
伝説
をめ
ぐっ
て
イスラエ
ル教
育
のナ
ショナ
リズ
ム
九
イー
スラエ
ル・ナ
ショナ
リズ
ムに
おける
N山富山由自
とF
EUE
の関
係
をめぐ
って
|
禅と催眠krH》
白uB
r。白口問-1r
ω苫円四可
。同
』白匂山
口白印叩
戸山
口問口町
田江口
ωU1Bro-R
HMg口町田印巾回
一月
四-045
ロno
z
。ロロ日仏印
ロロ乙ω
ロr-
N。同UVHA山口同日一
研究例会報告
古代中
国における傑
祭に
ついて
(六月
十五日
) モl
ゼス
・
パl
グ
高橋
統
内
藤
智
秀
市村其
三郎
谷
口
房男
倉
内
史
郎
思
田
イス
ラエ
ル教
育の
ナシ
ョナ
リ
ズム
(一
月二十
三日
)
*
船木勝馬
・飯
塚勝重
・谷口一
房男
倉内史郎
東洋的言
語と
シン
ボルの
深
層心理的
研
究お
よび
異常的意識
の本
質に
ついて
(二月
十三日
)
*モl
ゼス
・
パl
グ
占ノ、六六六七
九五
彰
玉
一(
八O)八λ 八
一九
六九
年
三
九七O
年三
月発行)
調査報告
三宅
島調査報告
川近世に
おける
三宅
島の景
観
間三宅
島の
神社と
年中行事
滋賀県
の宮
座の現
況
ー社会
人類学的予備調査
故佐久間鼎博
士追
悼録
精神文化
の使
徒
佐久間鼎先生
の思い出
佐久間
先
生
のお
ん
こと
研究例会報告
ヨー
ロ
ッパ
所
見
(六月
十
一日
〉
国時
代の武
陵蛮
に
ついて
(一
月二
十四日
)
宅島
宗教儀礼調査報告
(二月
十日)
*
滋賀県
の宮
座の
現況調査報告
(一一 月
十九日)
*
一九
七O
年(
一九
七一
年三
月発行)
ヒミ
コ
の古
墳
宮座
の
社会人類
学的調査
I 
ー滋
賀県湖南と
湖東|
研究年報
総目次
千葉
栄・
佐藤俊雄 佐
藤
俊雄
千葉
荷
橋
統
市村其
三郎
恩田
野溝
七生子
野溝
七生子
谷口
一房男
高橋
統
市村其
三郎
高橋
統
栄
。
七
彰
七
四
七
七
九
七
九
八
。
八
。九
拓政部
の
華北支配
への
道
ヒン
ドウ
教先史
ガ
ンベ
ルト
著
実感的ギ
リシ
ャ
アジ
ア
の接
点と
して
|
研究例会報告
インド
ネシ
ア回
教法
(四月
十八日)
九
アジ
ア散見
(五月
十六日
)
宗教儀礼
に関
する実
地調
査地
の選
定に
ついて
(討論)
(五月三十日)
永
タクパ
ツ部の華
北支配
への
道
(十
二月
五日
)
船
木
勝
馬
井上敬
了 訳
野溝七生子
杉
浦
正
健
井上
敬
研究員全員
船
木
勝馬
東南
アジ
アに
おける華
僑社会
の変
貌を
さぐ
って
(十
二
月十九日)
主恵
ヒミ
コ
の墓
をた
ずね
て
(報告)
(一
月十
六日
〉
*
滋賀県宮座
の社
会人類
学調査
報告1滋賀県湖南
・
湖東|報告
(一
月三
十日)
一九
七一年
(一
九七
二年三月
発行)
宮座
の
社会
人類学的調査
E
滋賀県湖西と
湖北|
明代田教諸国朝
貢表
研究例会報
告
最近
における
日・
士関係
(五月
十七日
)
二五七
呉
市村
其三郎
高橋
統
高橋
統
渡辺内藤
智秀
八九九
九
。
七
一O
八0 
八
。
八
一O
九
一O
九
一O
九
宏
一」ノ、
研究年報
総目次
広州
記
の研
究
(六月二
十六日
)
座談会
「文
化接触
とラ
イフ
ヒス
ト
リー」
(十月十
八
日)
ー
アiメ
ッ ドリアッパ
ナイ
氏を囲ん
で|
会津若松神道資料調査
(十
二 月十
八日
〉
会津若
松
の教
育調査
(十
二 月十
八日〉
磁賀県官座
の社
会
人類学的調査
報告凶
ー滋賀県湖西
・湖
北l
(一
月二十二
日)
*
「華陽国志」
の舞
台
(二
月五
日)
*
一九
七二年
(一
九七三年三月
発行)
宮座
の 社会人類
学的調査
皿
中原音韻
の研
究
研究例会報告
「華陽国志」
の版
本
について
(四月
一日
)
「華陽国志
」
から
みた西南
中国
の歴
史地
理
(四月
一日
)
「華陽国
志」
に見えた
る物産に
ついて
(六月
三日
〉渡
辺
「華陽国
士山」
にみ
える漢
代の製
塩と塩
官
(六月三
日)
タイ
の近
代化
(七月
一日
)
晋代
の武都品楊氏
に
ついて
(十月十
四日
)
人類学
者の
観たネパ
ール
l
留学
の印
象
(十
二 月九日)
渡
i耳
千葉西村高橋
統
船木
勝馬
高橋
統
森川久次
郎
菊池
良
輝
飯塚
勝重
池田
雄
駒井谷口
一居男 宏主主‘
オt
一二
四
誠
一二
四
一二
五
一一
一五
一(九回)九五九五
宏
九
六九--'­
ノ\
洋
九八九九
一九
七三
年
三
九七四
年三
月発
行)
アラ
ブ連
合の
ゆく
え
華陽
国志人名
索引稿
研究例会報告
宮座
の 社会人類
学的調査
町(
六月
十六日
)
解放前後十年
の中
国社会
(十
一月十
七日
)
*
新
汎回教主義
について
(一
月十九日)
*
一九
七四
年
(一
九七五
年三
月発行)
史記列停考
H 
ー「
二十
南波
」 と
「貨殖列停
」 l
粛慎
の措
矢に関す
る
一試
論
二五八黒
田
信
一郎
内
藤
智
秀
谷口
房男
高橋
統
ム、I 
富
正巳
内
藤
智
秀
新
田
幸治
飯
塚
勝重
華陽国志訳注稿
) 4・i( 
船木勝馬
・飯
塚勝重
・池
田雄
一
渡逢
宏
菊池良輝
・谷
口一
房男
・山内
四郎
華陽国志民族関係語葉索引稿
研究例会報告
谷口
一房男
明治期
の社会思想
|特
に社
会主義思
想に
つい
て |
(六
月一
日)清人
針生
九
九
一(
一一云))
一
一一一
一
一
一
一一一
二五
一(一O
六)
一O
七
東亜同
文会
(六月
二十九日
)
朝鮮研究概観
i文化
人類
学
の立
場から|
(十
一月三
十日
)
粛慎
の桔
矢に関する
一考
察
(十
二月十
四日
) *
ソ聯
・欧州
の東
洋学研究近 況報告
-
敦短文献
研究
を
中心
にl
(一
月二
十五日
)
一九七五
年
(一
九七六
年
三
月
発行)
日本に
おけ
るマルコ
・ポ
lロ
I 
船木勝馬
・飯
塚勝重
・池
田雄
一
渡透
華陽国
志訳注稿
(2) 
中下
正治
松本
誠
飯塚
勝重
金岡
照光
山内
四郎
菊池良輝
・谷
口房
男 ・
北係祐勝
研究例会報告
「高年齢者世
帯」
の家
族構
成と
人
口移
動
ー鹿児
島県S
部落調査報告i
(五月二
十三日
)
マルコ
・ポ
lロの
研究
について
(六
月二十七
日)
*渡
港
ソ
連領
シ
ルク
・ロ ー ドを
旅
して
ハ六月
二十
七日)
シン
ポジ
ウム
「アジ
ア地
域の宗
教
・言語お
よび教
育の
比較
文化的研究
のあり
方
」〈
七月五日)
*
司
思、
岡
彰
A ;pえ
報告者
今
富正
巳「
中国文体論」
*
渡没
清水
浩昭
一O
七。八。八。八
宏
九
七
宏
七
井上
敬
七七
研究年報
総目次
宏
「比較文化
的研究
に おける
共通素材
につ
いて」
*
西村
誠「
比較
教育学
の現
状と問
題
の視
点」
*
カ
シュ
ガリ
ア・
オアシ
ス考
ヤク
ブ・ペク
治下
( 一八
六五!七
七)
の パー ザ
ールを
中心
と
して
|
(十月
二十四日
)
真田
安
宮座
の社会
人類学的調査
V(
十二月
十二日
)
高橋
統一
・清
水浩昭
洪武年間
・明
朝の
西南
中国
少数民族政策
に
ついて
(一
月二
十四日
)
林
隆夫
西北
タイ
の山
地
民に
ついて(
ニ月十
四日
)
谷口
房男
一九
七六
年
(一
九七七
年三
月発行)
筑波
山東北麓
の三
方 境
市村其
三郎
日本に
おけ
るマルコ
・ポ
lロ
渡透
宏
E 
漢籍金回目
における著
者の位
置
山内
四郎
宮座
の社会人類学
的調査
N 
ー滋賀県蒲生
町下麻生
の事
例|
高橋
統一
・清水浩昭
・中村俊亀智
高
尾公
矢
・松本誠
一
華陽国志訳注稿
(3) 
船木勝馬
・飯
塚勝重
・池
田雄
一
菊池良輝
・谷
口房
男・
北僚祐勝
山内
四郎
研究例会報告
最
近の
フ ラン
ス
社
会
学
会の動
向
二五
九
七四
七五七六七
ノ\七九
四ムノ、
研究年報
総目次
ーマグレ
ブ踏
査報告を
かねて
l
(五月二
十九日)
シン
ポジウム
「アジ
ア地
域の宗
教
・言
語およ
び教
育の
福鎌
忠怨
司
比較
文他的研究」
のあり
方に
ついて(
二)
(六
月二十
六日〉恩田
漢字文化
圏におけ
る詩
話の諸
問題
報告者
国
語の文
化性
に就
いて
報告者
神奈川開
港に伴
う英米
の経済的進
出と
武州大
一摂
報告者
漢籍書
目における著
者の位
置
(十
月二
十二日
)
*
貌の武
帝の
神仙文学
に
ついて
(十
二月
十
一日
)
官座
と
そ
の周
辺
(一
月十
八日
)
宗教
的行
の催
眠心
理学的比較
考察
(三月
十二
日)
一九
七七
年
(一
九七八
年三
月発行)
白鳥
を追
って
ム、= 
船津
富彦
野溝
七生子
平野山内
四郎
船津
富
彦
高橋
統
恩
田
野溝
七生子
日本に
おけ
るマルコ
・ポ
lロ
E 
古ー
事記に
於け
る
印欧語族的な
もの
|
比較文
撃の
一方
法によ
るi
渡主量
土屋家所
蔵文書目録
(ニコ
千葉
一九
四九
年以後
の中
国における
農
民戦争史研
究に
ついて
華陽国志訳注稿
( 4) 
船木勝馬
・飯
塚勝重
・池
田雄
一
栄・
佐藤俊雄小林
隆夫
山内
四
郎
菊池良輝
・谷
口一
房男
・北保祐勝
一四
九
彰
一四
九
一四九一五O
秋
一五
三
一五
四
一五
四
一五
五
彰
一五
五
宏
玉
四玉
研究例会報告
二六
O
インド
社会
における
カl
ストをめぐる不
浄の観
念に
ついて
高尾
公矢
i
社会
人類
学的考
察
(六月
十八日
)
シン
ポジウム
「アジ
ア地
域の宗
教
・言語お
よび
教育
の
比較
文化的
研究」
のあり
方に
ついて
(一二)
(七
月二
日)
司
筑波
山東北
麓の
三方
境*
報告者
日本人
の創
造性
に
ついて
報告者
シン
ポジウム
「比較
文化論を
めぐっ
て」
(十月
二十
九日)
司
小堀
桂一
郎
「日本
人の
死生
観」
報告者
〈講座
・比
較文化〉
第七巻
『日本人
の価
値観』
第一章
長島信弘
「日本
的社会関係
l既成
イ
メー
ジ
の解
析」
〈講座
・比
較文化〉
第六巻
『日本人
の社
会』
第十章報告者
〈講座
・比較文化〉
第四巻
「日本人
の生活
」報告者
「説士山」
とそ
れ以前に
ついて
報告者
〈講座
・比較文化〉
第八巻
「比較
文化
への
展望』報告者
余呉
・下丹生
の宮
座調
査から
(十
二月十
七日
)
A コZA コ三三
高橋
統
市村其
三郎
，恩
田
高橋
統
恩
田
高橋
統
渡j量新旧
幸治
針生
清人
高橋
統一
・清
水浩昭
・高尾公矢
七
一三
七
一三
八
彰
一三
八九
*< 与Eシ
一四
O四
宏
四
一四
三
一四
四
一四
五
明代広西
の非漢民族
と土
司制度
(三月
十
一日
)
一九
七八年(
一九七九
年三
月
発行
)
詩句
中
における
「怨
」と「
恨
」の
用
{主匂
ー棄婦篇|宮崎酒天
の
「支
那草命」
の思
想
現
代中閣
の少数
民族
政策
につ
いて
ー自治区域
の変
遷を中心
として
|
日本に
おけ
るマル
コ
・ポ
lロ
れf
土
屋家所
蔵文書
白
(5) 録
日
船木勝馬
・飯
塚勝重
・池
田雄
一
華陽国志訳注稿
I 
谷口
一房一男
阿部正次郎針生
清人
谷口
房男
千葉
栄
・佐藤俊雄渡透
清水芳賀森川久
次郎
研究年報
総目次
-最近
「農民」
研究
の整
理を
かねて
l
(五月二
十日)
* 芳賀
山内
四郎
菊池良輝
・谷
口房
男
・北保祐勝
浩
昭
正
明
正
明
一四
六
宏
四
七
「高
齢化社会」
における家
族研究を
めぐ
って
ー調査研
究のため
の素
描|
農民社会
の変
化過程
をとらえる
一視
点
ーω・
出・
切HSιg
の理
論的枠組
に則
して
i
漢語
の変
遷
-入声
宇の変
遷を中心
として
|
研究例会報告
農民社
会の
「変質」
過程を
とらえる
視
点
六九九
一一
ニ六
(一三円)
一五
02
一)
一七
O(
一〉七
ハイム
・ポト
ク
の作
品
「選
ばれしも
の」
にみる
ユダ
ヤ的教育
につ
いて(
六月
二十
四日)
中
国の
古蹟
を
たずね
て(
七月八日)
西安
碑林
に
ついて
(七月八日)
倉
内
史
郎
谷口
房
男
本
問
春玲
中国詩句に
おける
用{主勾i怨
と恨を中心
に |
(十月
二十
八日)
*
阿部正次
郎
静岡県
田方郡湯ケ島町本
柿木土
屋家所蔵文書
「文
禄
三年
御
水帳
」を
中心
に(
十
二月
九
日
)
『老
人世帯
」
の動
向
をめぐ
って
(二
月二
十四日
)
一二
ハ 佐藤
俊
雄
清水
浩昭
七
一七
三
一七
四
一七
五
一七
五
一七
五
